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１．はじめに  

ヒートアイランド現象は，都市中心部の気温が郊

外に比べて高くなる現象を指し，近年都市特有の環

境問題として注目を集めている．特に首都圏では図

-1 に示すように年平均気温が急激に上昇し，100 年

間で約 3℃上昇している 1）．また，最低気温が 25℃

以上の熱帯夜の日数も 40 年で倍増しており，昨年も

過去最高日数となっている．こうした気温上昇によ

る健康への影響や集中豪雨の増加との関係について

も懸念されている．政府は平成１５年３月にヒート

アイランド対策大綱を策定し，今後自治体での施策

展開が予定されている． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．ヒートアイランド対策  
ヒートアイランド現象の原因としては，市街地の

進行などによる地表面被覆の変化，エネルギー使用

の増大，都市による弱風化などが挙げられる．  
本報では，ヒートアイランド現象への抜本的対策

となりうる首都圏でのクールアイランド・ネットワ

ーク構想（以下，ＣＩＮ構想）を提案し，その効果

を定量的に評価し，都市インフラとしての環境的価

値について検討した結果を報告する． 
３．クールアイランド・ネットワーク構想の概要 
現状のまま土地被覆の状態が改善されないとする

ならば，ヒートアイランド現象が，より深刻化する 
 
 

ことは容易に想像できる．これらヒートアイランド

と都市の集中豪雨を緩和し，涼しく安全な都市の実

現を目的として，拠点緑地を中心として河川と運河

をネットワーク化するＣＩＮ構想を提案する． 
図-2 にＣＩＮ構想の概念図を示す．既存の環状道

路と放射状道路を地下化して，その替わりに運河を

築造し，荒川，多摩川等の河川と結ぶネットワーク

網を構築する．皇居や公園など既存の緑地はそのま

ま利用し，更に運河と運河の交点には拠点緑地を配

置する．これらの運河ネットワークは，新しい交通

インフラと同時に自然を楽しめる文化的インフラ，

避難経路，防火・飲料用水供給など防災的インフラ

としての利用も可能となる． 
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図-3 運河と拠点緑地の配置

1890 1900 1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990年 13

14

15

16

17
℃

図-1 東京年平均気温の変化 
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図-2 ＣＩＮ構想概念図 
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図-3 に既存の河川や環状道路，放射道路に基づい
た運河及び拠点緑地の配置図を示す．新しい交通イ

ンフラとしての利用を考えて運河の幅は 50m とし，

緑地拠点は半径 1kmとした．これから，運河の面積
は 880ha，拠点緑地の総面積は 3200haとなる．図-4
にＣＩＮ構想による 23区の NDVIの分布を示す．こ
こでは現状の緑被率を 2002年 10月時点の Landsat-7 

ETM+のデータから NDVIを計算し，NDVI≧0.03の

範囲を緑被面積とした．この結果，現状の 23区の緑

被率は 16.2％であり，ＣＩＮ構想により緑被率は

22.6％と約 6ポイント増加する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
４．ヒートアイランド対策効果の検討 
ＣＩＮ構想によるヒートアイランド対策効果を評

価するために，数値シミュレーションによる都市温

暖化予測手法 2）を用いて夏季の気温低減量を計算し

た．ここでは，夏季代表日のＣＩＮ構想計画前後の

シミュレーションを行い，その気温差によってヒー

トアイランド低減効果を評価した． 

図-5 に夏季平均気温の変化を，図-6 に夏季正午の

気温の変化を示す．ＣＩＮ構想の効果により 23区内

の夏季平均気温は 0.5℃低下し，正午の気温は 1.0℃

低下すると予測される． 

このようにＣＩＮ構想によるヒートアイランド対

策のシミュレーションを行うと，前述のグラフの年

平均気温の上昇から，ヒートアイランド現象が 1970

年代の高度成長期以前程度の状態にまで緩和される

と推定でき，その都市インフラ整備効果を定量的に

評価することができる． 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．おわりに 
ヒートアイランド現象は，環境への配慮が不十分

であったこれまでの都市づくりの結果，生まれたも

のと考えられ，効果的な対策が無いのが現状である． 
これらヒートアイランド対策を考える上では，都

市の形態が非常に重要な要素となるため，ＣＩＮ構

想を検討し，その効果を検証した． 
このように土木分野においても，現在行われてい

る都市緑化や道路の被覆対策などを行う場合に，シ

ミュレーションを活用し，都市インフラ整備を進め

ていく必要があると考え，本報がヒートアイランド

緩和に寄与する効果的な対策の参考となることを期

待する． 
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図-6 計画前後の夏季正午気温変化
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図-5 計画前後の夏季平均気温変化
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図-4 23区の NDVIの分布 
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